
大潟村おたふくかぜワクチン接種費用の助成について 

 

 おたふくかぜは、ムンプスウイルスというウイルスに感染することで起こる疾患です。 

 発症すると耳下腺のはれと痛み、発熱などがみられます。まれに、脳炎、難聴、髄膜

炎などの合併症を引き起こすことがあります。 

村では、令和 6年度より、おたふくかぜの発症・重症化予防を図るため、接種費用の

全額を助成します。助成内容等の詳細は下記をご覧ください。 

（※おたふくかぜワクチンは、予防接種法に基づかない任意の予防接種となります。） 

 

○対象 

  接種日に大潟村に住所を有する方で、保護者が予防接種を希望する以下の者 

   １ 接種日において１歳以上２歳未満の者 

   ２ 小学校就学前 1年間にある者 

  ※上記以外の年齢に接種した場合は、助成の対象となりませんのでご注意ください。 

 

○助成額 

ワクチンの種類 助成額 助成回数 

おたふくかぜワクチン 全額 ２回 

 

○ワクチンを接種できる医療機関 

 大潟村診療所のほか、協力医療機関（別紙）で接種できます。 

 ※事前に医療機関へご予約してください。 

 

○接種・申請方法 

１．協力医療機関で接種される場合 

  別紙の医療機関を予約し、当日接種を受けてください。 

※予診票は配布しませんので、医療機関にあるものを使用してください。 

※全額助成されるため自己負担はありません。 

  

  ２．協力医療機関以外で接種される場合 

    ①医療機関を予約し、当日接種を受けてください。（接種費用がかかります。） 

     ※予診票は配布しませんので、医療機関のものをご使用ください。 

②下記のものをお持ちになり、保健センターに申請してください。 

持ち物：領収書、母子手帳、口座番号が分かるもの、印鑑 

※助成決定後、口座に助成額が振り込まれます。 

 



 

○接種時に持参するもの 

 ・大潟村民であることが証明できるもの（保険証、マイナンバーカード等） 

 ・母子手帳 

 ・協力医療機関以外で接種する場合は接種料金 

（※医療機関によって異なります。事前にご確認ください） 

  ※予診票は協力医療機関にありますので、接種時に記入してください。 

 

 

 

おたふくかぜ予防接種について 

 

○おたふくかぜとは？ 

おたふくかぜは、ムンプスウイルスというウイルスに感染することで起こる疾患です。

発症すると耳下腺のはれと痛み、発熱などがみられます。まれに、脳炎、難聴、髄膜炎

などの合併症を引き起こすことがあります。 

 

 

○接種ワクチン 

おたふくかぜワクチンは、おたふくかぜの発症、重症化を予防するためのワクチンで

す。ワクチンは弱毒性ワクチンで、毒性を弱められて病原性をなくしたウイルスが用い

られます。体内でこのウイルスが増え、抗体ができます。抗体はワクチン接種を受けた

人の約９割の人にできます。  

 

 

○副反応 

副反応として、発熱、耳下腺の腫れ、嘔吐、咳、鼻汁などの症状が出ることがありま

すが、数日以内に治まることが多いです。症状がひどい場合は医師の診察を受けてくだ

さい。数千人に１人程度の頻度で、無菌性髄膜炎があらわれることがあります。100万

人に 1人程度の頻度で、血小板減少性紫斑病があらわれることがあります。 

 

 

○健康被害救済制度 

 おたふくかぜ予防接種は、法律に基づかない任意の接種となります。予防接種により

重篤な健康被害が生じ、認定された場合は、医薬品副作用被害救済制度の対象となりま

す。 

 

 



＜＜  注 意 事 項  ＞＞ 

 

 

【受けられないお子さん】 

 ●３７．５℃以上の熱のある  

 ●重い急性疾患にかかっている 

 ●予防接種でアナフィラキシーを起こしたことがある 

 ●その他医師が不適当と判断した状態 

   ※ 「アナフィラキシー」とは、通常接種後３０分以内に起こるひどいアレルギ

ー反応です。発汗、顔が急に腫れる、全身にひどいじんま疹が出るほか、吐

き気、息が苦しい、声が出にくいなどの症状に続き、ショック状態になるよ

うな全身反応が起きます。 

 

 

【医師と相談が必要なお子さん】 

  次のいずれかに該当するかたは、あらかじめ主治医とご相談下さい。 

  ●心臓疾患・腎臓疾患・肝臓疾患・発育障害などで治療や指導を受けている 

 ●以前に何らかの予防接種で２日以内に発熱・発疹・じんま疹などアレルギーを思

わす異常があった 

 ●けいれんを起こしたことがある 

 ●予防接種液の成分（培養に使う卵、抗生物質など）に対してアレルギーがあると

いわれたことがある 

 ●免疫状態を検査して異常を指摘されたことがある 

 

 

【他の予防接種との間隔】 

 ●おたふくかぜ予防接種前に、注射生ワクチン（ＢＣＧ・水ぼうそう・ＭＲ）の予

防接種を受けたお子さんは４週間以上あけてください。 

 ●おたふくかぜ予防接種後４週間は、注射生ワクチン（ＢＣＧ・水ぼうそう・Ｍ 

Ｒ）の予防接種を受けられません。 

 ●前後に新型コロナワクチンを接種する場合は、２週間以上間隔をおく必要があり 

  ます。 

 

 

 

 

 


